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  令和元年7月1日現在

 人　口　 14,026 人
 男　性 6,781 人
 女　性 7,245 人
 世帯数 6,552 戸

　

6
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
「
ツ
ー

ル
・
ド
・
美
ヶ
原
高
原
自
転
車
レ
ー

ス
大
会
」、
今
年
で
20
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
悪
天
候
と
な
っ
た
た
め
、
本
来
は

全
長
21.
6
㎞
、
標
高
差
1
2
7
0

ｍ
の
コ
ー
ス
を
短
縮
し
、
ゴ
ー
ル
を

美
鈴
湖
付
近
に
設
定
。
全
長
約
4.
7

㎞
、
標
高
差
約
4
0
0
ｍ
の
コ
ー
ス

と
な
り
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
天
気

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
7
8
0
人
が

参
加
。
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
優
勝
者
は
14
分
余
り
で
こ
の
コ
ー

ス
を
走
破
し
ま
し
た
。

　

20
年
続
い
た
こ
の
大
会
、
今
回
の

コ
ー
ス
変
更
に
も
、
お
よ
そ
4
0
0

名
の
ス
タ
ッ
フ
が
ス
ム
ー
ズ
な
運
営

の
た
め
に
尽
力
し
、
ま
た
地
元
の
協

賛
企
業
の
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
続

い
て
い
く
か
、
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

本
郷
公
民
館
で
は
、
本
年
度
、

本
郷
歴
史
講
座
の
シ
リ
ー
ズ
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
記
念

す
べ
き
第
1
回
目
が
、
5
月
13
日

（
月
）、
14
時
か
ら
本
郷
歴
史
研
究

会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

　

講
師
に
元
松
本
城
管
理
事
務
所

研
究
専
門
員
の
後
藤
芳
孝
先
生

を
お
招
き
し
、「
浅
間
と
松
本
城
」

と
題
し
て
約
2
時
間
余
り
の
講

演
。
浅
間
を
中
心
に
、
古
墳
時
代

か
ら
近
世
に
か
け
て
の
歴
史
を
、

後
藤
先
生
が
作
ら
れ
た
資
料
を
も

と
に
お
話
し
さ
れ
、
参
加
し
た
44

名
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

6
月
1
日
（
土
）、
快
晴
の
空

の
下
、
本
郷
公
民
館
と
本
郷
地
区

子
ど
も
会
育
成
会
の
共
催
で
御
殿

山
親
子
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
度
を
上
回
る
、

大
人
6
名
、子
ど
も
9
名
が
参
加
。

　

午
前
9
時
に
本
郷
公
民
館
を
出

発
し
、
浅
間
温
泉
内
の
共
同
浴
場

や
源
泉
、
神
社
な
ど
を
見
な
が
ら

御
殿
山
へ
向
か
い
ま
し
た
。
山
の

中
で
は
季
節
の
植
物
な
ど
を
探
し

な
が
ら
展
望
台
へ
向
か
い
、
途
中

で
は
早
く
も
セ
ミ
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
伐
採
作
業
が
行
わ
れ
て

い
た
た
め
、
予
定
し
て
い
た
ル
ー

ト
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
が
、
充

実
し
た
土
曜
日
の
午
前
中
で
し

た
。

　

5
月
18
日
（
土
）
晴
天
の
下
、

大た
い
ほ
う
ば
ら

輔
原
公
園
に
お
い
て
恒
例
の

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
藤
の
花
見
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

心
地
良
い
陽
気
の
中
、
多
く
の

人
が
参
加
さ
れ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

で
汗
を
流
し
た
あ
と
は
、
藤
棚
の

揺
れ
る
藤
の
房
を
眺
め
な
が
ら
の

花
見
会
。
焼
肉
と
ビ
ー
ル
に
舌
鼓

を
打
つ
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

松
寿
会
の
絆
と
親
睦
を
深
め
る
良

き
時
間
と
な
っ
た
。

本
郷
歴
史
講
座
（
第
1
回
）

御
殿
山 

親
子
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

南
浅
間
松
寿
会
藤
棚
に
集
う

「
ツ
ー
ル・ド・美
ヶ
原
高
原
自
転
車
レ
ー
ス
大
会
」

　
　20
回
目
の
記
念
大
会

「
ツ
ー
ル・ド・美
ヶ
原
高
原
自
転
車
レ
ー
ス
大
会
」

　
　20
回
目
の
記
念
大
会
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水
汲
地
区
の
北
部
は

昔
か
ら
田
ん
ぼ
が
広
が
り
、
5
月

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
後
に
は

田
植
え
が
済
ん
だ
緑
の
田
園
地
帯

が
広
が
っ
て
い
た
も
の
で
し
た
。

　

水
路
に
は
蛍
が
飛
び
、
ド
ジ
ョ

ウ
や
鮒
が
捕
れ
た
穏
や
か
な
風
景

と
は
異
な
り
、
本
年
度
は
写
真
の

通
り
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
世
界
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

水
汲
・
原
の
両
地
域
は
、
心

地
よ
い
暮
ら

し
を
支
え
る

　

私
達
の
町

会
は
、
町
会

活
動
は
各
々

で
す
が
、
3
・

5
・
6
・
7

の
4
町
会
で

協
力
し
て
公

民
館
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
も
の
と
し
て
、
8
月
横

田
ふ
る
里
ま
つ
り
、
9
月
最
近
で

は
中
止
の
町
会
も
あ
る
な
か
横
田

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
町
会
家
族
ぐ
る

み
大
運
動
会
、
11
月
文
化
祭
で
す
。

　

毎
月
活
動
し
て
い
る
も
の
と
し

て
、
ふ
れ
あ
い
健
康
教
室
（
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
、
歌
唱
、
ハ
ン
ド
ベ

ル
、
健
康
相
談
な
ど
）、
公
民
館
一

日
開
放
（
卓
球
、
囲
碁
、
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
）。
年
3
回
、
男

性
の
料
理
教
室
。
年
2

回
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
。
子
供
会
と
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
活
環
境
が

整
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
、
70
区

画
の
宅
地
造
成
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

日
本
全
国
の
各
地
で
人
口
減
少

が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
今
般
に
お

い
て
、
人
口
が
増
え
て
良
い
と
い

う
声
も
一
部
で
聞
こ
え
て
き
ま
す

が
、
新
た
に
入

居
し
て
く
る
多

く
の
人
々
と
の

対
話
が
、
今
後

の
重
要
な
課
題

と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

共
催
行
事
と
し
て
、
カ
レ
ー
、
ス
イ

カ
割
り
大
会
、
ま
ゆ
玉
作
り
。
12
月

に
は
横
田
神
社
の
し
め
縄
飾
り
つ

け
を
し
ま
す
。

　

去
る
6
月
21
日
、
男
性
の
料
理
教

室
が
あ
り
ま
し
た
。
食
生
活
改
善
推

進
委
員
他
2
名
の
女
性
の
方
の
協

力
の
も
と
11
名
が
腕
を
ふ
る
い
ま

し
た
。
平
成
16
年
に
現
在
の
公
民
館

が
建
っ
た
頃
か
ら
始
ま
り
、
続
い

て
い
ま
す
。
黙
々
と
料
理
を
作
り
、

後
で
皆
で
楽
し
く
談
笑
し
、
一
杯
飲

み
な
が
ら
食
べ
ま
す
。
リ
タ
イ
ア
し

た
あ
と
の
友
達
作
り
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

以
上
、
一
年

を
通
じ
て
各
年

代
が
楽
し
め
る

よ
う
4
町
会
協

力
し
て
様
々
な

活
動
を
し
て
い

ま
す
。

松
門
文
庫
を
通
じ
歴
史
や
記
憶
を
い
か
に
留
め
伝
え
る
か

松
門
文
庫
を
通
じ
歴
史
や
記
憶
を
い
か
に
留
め
伝
え
る
か

　

５
月
30
日
、
市
に
松
門
文
庫
の

保
存
・
活
用
を
求
め
る
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

一 

経
　
過

　

平
成
30
年
度
、
住
民
有
志
の
松

門
文
庫
保
存
に
向
け
た
意
識
の
高

ま
り
を
受
け
、
専
門
家
を
招
き
松

門
文
庫
の
建
築
的
・
文
化
的
価
値

赤
羽
教
育
長
に
要
望
書
を
手
渡
す

田
口
本
郷
地
区
町
会
連
合
会
会
長

◆
松
門
文
庫

　

の
ば
ら
保
育
園
西
側
に
位
置

す
る
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年

建
築
の
木
造
二
階
建
て
和
洋
折

衷
の
建
物
。

　

旧
開
智
学
校
の
前
身
で
あ
る

筑
摩
県
学
の
設
置
や
信
飛
新
聞

の
創
刊
に
携
わ
り
、
衆
議
院
議

員
な
ど
を
務
め
た
和
田
出
身

の
窪
田
畔
夫
（
く
ろ
お　
「
号
」

松
門
）
を
顕
彰
し
建
設
。

　

歴
史
的
・
建
築
的
・
文
化
的

に
優
れ
た
価
値
を
持
つ
。

を
学
ぶ
勉
強
会
や
見
学
会
な
ど
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
に
は
本
郷
地
区
の
地
域
づ

く
り
に
関
わ
る
13
団
体
が
「
松
門

文
庫
を
考
え
る
会
」
を
設
立
し
、

主
催
し
た
「
松
門
文
庫
を
語
る
集

会
」
で
は
本
郷
地
区
の
み
な
ら
ず

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
と
議
論
を
重

ね
ま
し
た
。

二 

保
存
活
用
の
方
向
性

　
「
つ
ど
う
場
」「
歴
史
を
語
る
場
」

「
学
都
松
本
を
伝
え
る
場
」「
継
続

す
る
活
用
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
建

物
を
保
存
し
、
地
域
の
象
徴
と
し

活
用
す
る
。

三 

要
望
書
の
主
な
内
容

（
１
）
市
は
文
化
財
と
し
て
残
す

こ
と
を
確
認
し
、
建
物
の
改
修
方

法
や
資
金
、
利
活
用
方
法
の
検
討

な
ど
保
存
に
向
け
取
り
組
む
こ
と

を
要
望
す
る
。

（
２
）
行
政
と
住
民
が
共
に
文
化

財
を
守
る
試
金
石
と
し
て
、
保
存

の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
や
構
想
を
実

現
さ
せ
る
た
め
、
具
体
的
な
手
段

や
体
制
な
ど
出
来
る
こ
と
を
一
緒

に
考
え
る
。

　

な
お
、
今
回
の
要
望
に
は
、
和

田
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ま
に
も
ご

賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た
。

四 

教
育
長
・
教
育
部
長
か
ら

　

本
郷
・
和
田
地
区
住
民
に
よ
る

地
域
の
文
化
財
の
再
確
認
、
再
発

見
の
営
み
は
地
域
づ
く
り
の
視
点

か
ら
も
市
に
と
っ
て
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。

　

要
望
を
も
と
に
、（
１
）
地
域

の
文
化
財
と
し
て
の
再
評
価
・
価

値
付
け
を
行
い
（
２
）
建
物
の
耐

震
性
な
ど
必
要
な
調
査
を
実
施

し
（
３
）
地
元
と
相
談
し
な
が
ら
、

松
門
文
庫
の
保
存
活
用
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
た
い
と
の
考
え
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

変
わ
り
ゆ
く
風
景

水汲
町会

横田
第3・5・6・7
町会

わがまち
わが町会


